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戦間 期日本の 大衆婦人雑誌にみ る 「職 業婦人 」 イ メ
ー ジの 変容
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lt 問題の所在

　第
一

次大戦後 の 日本で は 、 女子就学率の急激な

高ま りと第三次産業の 発達などの 産業構造 の 変化

に よ り、従来男性 の仕事 とされ て きた分野や栽 し

く誕 生 した分野 の 職業に就 く 「職業婦人」 が急激
に増加 し て い た （富澤 2005 ）。 また、同時期 に

発達 した大衆婦人雑誌で は、「職業婦入」に関す る

記事が頻繁に掲載 され た。

　この よ うな女性の 職業進 出の 急激な増加 の なか

で 、彼女 らの 職業的社会化や職業ア ス ピ レ ーシ ョ

ン の 形成に 、 同時期 に発達 したマ ス メデ ィ ア 、 特

に大衆婦人雑誌は どの よ うな役割を果た して い た

の だろ うか 。

　教育社会学の 分野におい ては 、以前か ら女性の

職業的社会化や職業ア ス ピ レーシ ョ ン の 形成に影

響 を与 える重要な要因 として 、
マ ス メデ ィ ア の教

育的機能 も指摘されて い る もの の （中山　1985）、
実際にそれが どの よ うなもの で あ っ た の か とい う

こ とは、あま り検討 され て こ なか っ た。

　ただ し、 女性の 就 業に 限定 しなけれ ば 、 近代 ［1
本社会における女性の社会化やア ス ピ レーシ ョ ン

形成に影響を与 えるマ ス メデ ィ ア の教育的機能に

注 目した研究は行われて きて い る 。

　木村 （1989a）は 、 戦前 の 婦人雑誌に お い て描
かれ た女性像の 検討を通 して、女性 の 生 き方 に関

す る どの よ うな価値観が読者に伝達 され て い たの

か とい う こ とを明 らか にし て い る。ま た 、 木村

（1989b） は、雑誌 『主婦之 友』にお ける女性 の

一
代記、半生記 の 記 事分析を通 して 「賞賛 され る

べ き女性」の タイプ を柚出 し 、 女性に と っ て の 「立

身出世主義」 の 検討 とそれ ぞれ の類型 が 日本 の近

代化 に果た した社会的機能の考察を行 っ て い る 。

　今ff1（2007） も、雑誌 『少女之 友』にお い て 、

理想的な女性 として 示 され て い る著名な女性 の 類

型化 と紙面に登揚す る主要な類型 の 時代に よる変

遷 の 検討を通 し て、都市新中間層の 少 女た ち の欲

望 をか きたて た i成功」 をめ ぐる意味付けを考察

し て い る。

　先行研究で は、「女陶 「主婦」 ゆ 女」 に関 し て

は、女 性の 社会化や ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン 形 成に対す

るマ ス メ デ ィ ア に よ る 教育的機能 の 解 明 とそ の 社

会的意味が検討 されてきて い る 。 しか し、 職 業婦

入」を主な対象 とした研究はな く、木村 （1989a、

1989b）で も、部分的な言及に と どま っ て い る。

　 よっ て 、本研 究で は、近代 口本社会にお け るマ

ス メデ ィ ア と女性 の 職業的祉会化 の 関係 を検討す

る こ とを 目的 し て 、戦前の 大衆婦人 雑誌に提示 さ

れ た 「賞賛すべ き職業婦人」 の タイプ と、記者や

知識 人に よる職業婦人に関する議論の変遷を検討

す る。以 土を通 して 、 大衆婦 人雑誌 に お ける そ れ

らの 記事は、どの よ うな 職 業婦人 」イ メ
ージを

形成 し、青年期女陸の 職業的社会化や職業ア ス ピ

レ
ー

シ ョ ン の 形成に どの ような機能 を果 た して い

たの か、またそ こに は どの よ うな仕会的背景が あ

っ た の か とい うこ とを考察する 。

2 ．資料 と方法

　本研 究で分析に用 い る資料は、『婦人倶楽部』

（1920 〔大正 9 年〕 10 月創刊、大 H本雄弁会講

謝 」 で あ る 。 『婦人倶 楽部』の 選択理 由は以 下の

二 点で ある。

  戦前の 婦入雑誌の 中で 、 『主婦之友』と並ん で発

行部数が多く最もよ く読まれ た雑誌で あ っ た こ と。

  『婦入倶楽部』の想定する主な読者層は 20 代

前半の 女陸で あ り 、 職業婦人 0）主要な年齢層 と一

致 して い た こ と。

　分析 は、以 下の 二 っ の 方法で行 っ た。

  償 賛す べ き職業婦人」類型の検 討 ：『婦人倶楽

部』における職業婦人 に関す る記 事 の うち 、
「模範

婦入 1 や 「○○評判記」 などの 形で 記者や執筆者

に よっ て模範的 ・肯定的に描かれ る記事に登場 し

た女性、賞賛すべ き女性を集 めた座談会に出席 し

た女性 、 自らの 就業経験を肯定的に語 っ た手記が

掲載 され て い る女性をす べ て抽出 し 、 以 下に提示

す る類型嬲 に分類 した 。 次に、職業婦人を職衝 i｝｝
に 改 史系職業婦人 （就業に 高い 技能や技 術、 学

歴 を必要 とす る 古 くか ら存在 した 職業 婦人 ）」
「BG （＝ビ ジネス ガ

ー
ッ の 系職業婦入 （第

一
次

大戦以 後急激に増蜘 した事務 ・接客など近代セ ク

タ
ー

で働 く職業婦人 ）」 の 2 タ イプ に分類 し た 。 そ

し て 、そ れ ぞれ の 「賞賛す べ き職業婦人 」 類型 に

それぞれの職業婦入 タイプが どの くらい該当す る

の か を 1920−45 年 まで の 時期を 5 年 ごとに 区熨 っ

て まとめ 、 時期ごとに検討 した．
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  記者や知識人に よる 「職業婦入1 に関する議論

の検討 ：「職業婦人」 を どの よ うな存在 として とら

え 、 どの ような観 点か ら議論を して い る の か に注

目 して 検討 した 。

3 ．貫賛 されるぺ き職業婦人の分類

資料か ら 償 賛 され るべ き職業婦人 j として取

り上 げられて い る女性は以下の 8 つ の タイ プに分

類 され る。

　 1　 共働き賞賛型 ：商亮や事業、雇用者 とし て

　　　夫婦共働きで の 奮闘が賞賛 され る女性

　 2　不遇克服賞賛型 ；夫の 病気 ・死 亡 ・放蕩や

　　　離婚、婚期 を逃 したなど不遇後 の 職業的奮

　　　闘が賞賛 され る女性

　 3　地位名声賞賛型 ：職業的地位や名声が賞賛

　　　され る女性

　 4 　実務賞賛型 ：ま じめさや 働きぶ りなど、職

　　　場で の 実務そ の もの が賞賛され る女性

　 5 　貯替賞賛型 ：多額の貯蓄が賞賛 され る女性

　 6　婚資準備賞賛型 ： 自分の 稼ぎで 結婚資金を

　　　準備 した こ とが 賞賛され る女性

　 7　 良縁賞賛型 ：職場で の 働きぶ りが もとで 良

　　　縁 を得 られ た こ とが賞賛 され る女性

　 8　 戦争貢献賞賛型 ：戦場 へ の 従軍や 、 銃後の

　　　労働が賞賛 される女性

4 ．各時期の 主要な 「質賛され るべ き職業婦人」

類型 と職業婦人に 関する議論の特徴

1 ） 1920 年代　　性立 身出世主
9

との 陶型性

　 1920 年代 は、男性の 立身出世主義 と同型の 「地

位名声賞賛型 （非不遇）」が 「賞賛すべ き職業婦人」

像 と し て 霽常に 海い 割合で 取 り上 げられ た。 そ し

て 「地位名声賞賛型 （非不遇）3 に該当する職業婦

人の ほ とん どが女史系職業婦人で あ っ た。

　 また、こ の 時期の 記者や知識入 による職 業婦人

に関する議論で も 「男性化」
・「家庭 の破壊者

’
」 な

ど女性 で あ りなが ら男性 と同 じ役割を担 う存荘 と

して 想定 され た うえ で 、 本来 の 女性役割か らの 逸

脱 に対す る批判が なされた 。 また
一

方で 、 向学心 ・

進学熱の 高ま りの結果 とし て
一定以上 の 学歴 を獲

得 した女性の職業参入が増加する こ とは、男性 と

同 じ立場を獲得しよ うとす る、自立 をめ ざす 自覚

あ る女性が増加す る こ とで あ る と とらえ られ て い

た、以上 の よ うに こ の時期の 職業婦人に は、男性

と同様 の 立身出世主義が職 業ア ス ピ レ ーシ ョ ン を

加熱させ るも の として雑誌上 で提 示 され て い た 。

そ して そ こ には学歴 が同 じで も就業 しな い 女性が

大多数で あるなかで 、 女性 全体の なかで の 女史系

職 業婦 人 の 先進性や優位 陸を男性 と同様 の 立身出

世 主義を媒介に して 正 当化する とい う機能が あ っ

た と考えられ る 。

2 ）1930 年代 中流家庭 婚 人 と同目 m の 共有

　1930年代 の 特徴は 、
「賞賛すべ き職業婦人 」 像

と し て BG 系職業婦人の 「実務賞賛型 」 へ の 集中

が 顕著な点で ある 。 そ して 1930 年代後半 には 、

職場で の働きぶ りが評価 され良縁 が得 られ るとい

っ た 「実務賞賛型」 の 変種であ る 喰 縁賞賛型」

が登場 した。こ こ で 提示 された 「良縁G は同年代

の 中流家庭 の 未婚婦人 の 目標 と同じ も の で あっ た 。

　また、こ の 時期の 記者や知識人に よる職業婦 入

に関す る議論 と して も 、 職業婦人 の 結婚 に注 目が

集 まっ た。その なか で 、女陸の 就業は学卒か ら結

婚まで に期間が限定 され る とともに 、 学卒後家庭

に とどまる よりも職業婦人 とな っ た方 が人 との接

触の機会が増え 、 自分の 働き次第で良縁が得 られ

る こ とが積極的に説かれた。その
一
方 で 、享楽的

で 軽薄 ・華美な 「モ ダ ン ガー
ル 型」 や 現実的で 理

想が高 く、勤続年数の 長い 「すれ っ か らし型」 の

職業婦人が批判の 対象 とな り、 こ の よ うな逸脱的

職業婦人化を規制する ロ ジ ッ ク として も 「良縁が

得られ ない 」 こ とが語 られた 。 以上 の よ うに、こ

の時期 の職業婦人に は、中流家庭の未婚婦入の 目

標 と同様 の 良縁を得られ る とい うこ とが
、 職業ア

ス ピ レーシ ョ ン を加熱 させ る もの と して 雑誌上 で

提示 されて い た。これは、当時の職業婦人 の 多 く

を 占めて い た BG 系職 業婦人 の置かれ た低賃金 や

職業的社会移動の 閉鎖性 、 企業に よる若年退職の

奨励 とい う企業の 女園雇用戦略 （金 努　2000）に

対 し て 、「良縁」 とい うロ ジ ッ クで別種の 社会移動

の 可能性を提示する こ とに よっ て葛藤の 解消 を図

る とい う機能 を果た して い た と考え られる。

3 ） 1940 年代　戦時に おける労働　値の上 昇

　 1940 年代 は紙面が戦時体制
一一

色 となる と共 に 、

噴 賛すべ き職業婦人 」 像の 大半カミ 「戦争貢献賞

賛型1 となる 。 また 、 記者や知識 人 の 議論の なか

で 職業婦人は労働婦人 と共 に 黝 労婦人」 と呼ば

れ る よ うに な り、
fお 国 の た め に尽 くす尊い 存在 j

と位置づ けられ、職業ア ス ピ レ ーシ ョ ン が加熱 さ

れた。そ し てそれは総力戦体制における女駐の 動

員を促進 させ る機能 を果た して い た と考えられ る。

5 ．終わ りに

　戦闘期 の 主 要な 「賞賛す べ き職業婦人」 像の変

容 は以上の よ うにま とめ る こ とが で きた。こ こ に

は、1920 年代後半以 降の 『婦入倶楽部』の 大衆化

に よる読者層の 広が りの 影響が うかがえる と とも

に、戦後 の 学卒後青年期未婚 女性 の 職業ア ス ピ レ

ーシ ョ ン の さきが けを垣 問見る こ とがで き る。

（詳細 な資料 と引用文献は 当 日配 布の 資料 をご参

照 くだ さい 。）
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